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【校長室より】 

『一●入魂』 
 

 何気ない毎日に「優しさ」が溢れている。そこには、「これだけは譲れない心意気」と「周りへ

の心遣い」も見て取れる。 

 

 とあるラーメン屋でサラリーマン風の男性がラーメンを注文。でき上がったラーメンが来た瞬

間、携帯が鳴り席を外した。仕事の話だろうが、しばらくして席に戻り、さぁ食べ始めようとした

その時、店主が新しいラーメンと取り替えにきた。「冷めたラーメンは食べさせられませんから」

と。お代は１杯分だけ。店主のＴシャツの背中には「一杯入魂」と書かれてあったそうだ。この店

のラーメンはさぞかし美味しいことだろう。 

 

 私が担任の頃、毎時間の黒板拭きは日直の仕事にしていた。綺麗に仕上げるにはコツがいる。ど

うしても消しムラができてしまう。それでも、とある日直の生徒が丁寧に心を込めて拭いている。

次は国語の授業。上から下に消しムラ（筋）が縦になるように拭いているのだ。次は数学の授業。

今度は左から右へ横になるように。まさに「一拭入魂」である。国語の先生も数学の先生も、いつ

も以上にやる気倍増で授業したに違いない。 

 

 長年連れ添った妻を亡くした、とある男性。納骨のため、空路で故郷へ。搭乗手続きの際、バッ

グの中身を伝え、機内に乗り込み、上の棚にバッグを入れて席に着いた。客室乗務員がやってきて

「隣の席を空けております お連れ様はどちらですか」と。男性が上の棚だと答えると、バッグご

と下ろしてシートベルトを締めてくれたそうだ。「お連れ様の分です」と飲み物も出してくれたと

いう。まさに「一飛入魂」である。最後に２人でいい旅行ができたことだろう。 

 

 私は気が向いた時、ジョギングをしている。大荒町の緑丘小近くの新しい道路を走っていたら、 

後ろから自転車で「こんにちは」と元気よく挨拶して過ぎ去っていった、とある五高女子生徒。私

が校長と気づいてか気づいてないか定かではないが、通行の邪魔になる老体にチャリンチャリンと

ベルを鳴らして警告することもなく、わざわざ進路を変えて清々しい挨拶付きで過ぎ去っていっ

た。まさに「一漕入魂」。その後、ついつい走るピッチが上がってしまい、後で後悔した。 

 

 ６年ほど、片道１時間のバス通勤をしていた。うっかり定期券の切り替えを忘れて乗車。財布の

中を見たら１万円札と小銭が少々。停留所に止まるたび、お年寄りには「ゆっくり、段差があるの

で注意してください」と親切に声をかける、とある運転手。私の降りる停留所が近づき、覚悟して

両替を申し出たところ「また今度乗ったとき、２回分払ってくれたらいいですよ」と爽やかに対応

してくれた。まさに「一停入魂」である。次回、３回分払いたい気持ちにさせられた。 

 

 授業で発するひと言ひと言に心を込めて「一声入魂」、そして、綺麗に拭かれた黒板に「一筆入

魂」板書は心を映すもの。我々、五高職員も、「この先生がそこまで言うなら」と思ってもらえる

よう、生徒たちの心に響く存在であり続けたいものだ。 
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 １１月２３日（火）五島地区PTA研修会 

 本校メモリアルホールにて、『生まれ育った郷土

を愛し、自立心を持った子どもたちの育成を目指し

て』というテーマのもと、五島地区PTA研修会が行

われました。五島地区の高校・特別支援学校から、

１５０名を超える保護者や教職員の方々が参加され

ました。福岡教育大学教育学部教授の石丸哲史氏を

講師にお迎えし、『持続可能な社会の担い手となる

ためのガチな学び』という演題で講演をしていただ

きました。子どもの自立、そして保護者と学校の連

携についての発表もあり、非常に充実した研修会と

なりました。 

 リサイクルバザー 

 １２月６日（月）～１２月９日（木）に、リサイクルバザーを開催しました。事前に保護者

の方々からご提供いただいたタオルや洗剤などの日用品や、手芸品や手作りの商品、小物等を

販売しました。たくさんの保護者の方々にお越しいただき、充実したバザーとなりました。こ

のバザーの収益は１月に行われるマラソン大会等での生徒支援活動の基金とさせていただきま

す。ありがとうございました。 

【衛生看護科】       施設実習 
  

 １２月６日～１２月１３日の６日間、衛生看護科１年生は施設実習に行ってきました。久し

ぶりに会う利用者様と接する生徒たちは、緊張もありながらも前期の反省を生かして積極的に

コミュニケーションを取ろうと頑張っていました。また、学校で級友相手に練習している援助

とのギャップに戸惑いながら、食事や排泄、入浴などの援助を実践しました。利用者様が安全

安楽に生活をするためにはどのような工夫が必要なのかを、施設の方からご指導を受けながら

考えることができました。そして、生活を支えることの難しさとやりがいを感じ、今後の課題

を発見できた実習となりました。施設実習で感じたことを忘れず、２年生から始まる病院実習

に向けて努力していきたいと思います。感染リスクがある中、実習を快く受け入れてくださっ

た施設の皆様に感謝申し上げます。 
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令和３年度第２５回九州高等学校新人柔道大会 
【－73kg級  里道裕大  ３位入賞】 

  

 大会を終えて、自分はとても成長できたと感じています。中

学生の時は、一度も上位大会に出場したことがありませんでし

た。高校入学後、食事やトレーニングを怠らずに行うように

なってから体ができてきて、勝てるようになってきました。今

回３位になってとても嬉しかったですが、満足はしていませ

ん。今回の結果を自信に変えて、県大会で圧倒的に優勝し九州

大会や全国大会でも優勝できるようにこれからも頑張っていき

たいです。 

  

【スポーツコース】 乗馬・ゴルフ実習 

 

 スポーツコース３年生の生徒２６名は、１１月～１月にかけてゴルフ

実習を行っています。毎年、ゴルフ実習は五島カントリークラブ様の

ご厚意により実施させていただいております。ゴルフ実習では、ゴル

フの基本をゼロから学び、現在打ちっぱなし練習場で猛特訓中です。

今後は実際のコースに出てラウンド練習を行う予定です。これらの経

験を、生涯にわたる豊かなスポーツライフ実現のためのきっかけの１

つにすることができればと思っています。 

 

 第４２回五島吹奏楽祭 
 

 １２月１２日（日）、第４２回五島吹奏楽祭があ

り、五島高校も出場しました。島内の吹奏楽団９団

体が、クリスマスソングやJ-POP、吹奏楽の大曲

など幅広い曲を演奏しました。五島高校は、『絵の

な い 絵 本』と『サ ン タ が 街 に や っ て く る in 

Swing』を演奏し、演奏と振付で会場を大いに盛り

上げることができました。 




